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【公開番号】特開2012-90563(P2012-90563A)
【公開日】平成24年5月17日(2012.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2012-019
【出願番号】特願2010-240426(P2010-240426)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   9/04     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/34     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  27/327    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  27/416    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   9/04    ＺＮＡＤ
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０１　
   Ｃ１２Ｍ   1/34    　　　Ｅ
   Ｇ０１Ｎ  27/30    ３５３Ｒ
   Ｇ０１Ｎ  27/30    ３５３Ｆ
   Ｇ０１Ｎ  27/46    ３３８　

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月7日(2013.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
本発明の変異ＧＤＨは、上記のような野生型ＧＤＨ又は保存的変異を有するＧＤＨが特定
の変異を有することによって、グルコースに対する基質特異性が向上したものである。「
グルコースに対する基質特異性が向上した」とは、グルコースに対する反応性を実質的に
維持したまま、他の単糖類、二糖類又はオリゴ糖等の糖類、例えばマルトース、ガラクト
ース、キシロース等に対する反応性が低下したこと、あるいは、グルコースに対する反応
性が他の糖類に対する反応性に比べて向上したことを含む。例えば、グルコースに対する
反応性が低下しても、他の糖類に対する反応性がそれ以上に低下すれば、グルコースに対
する基質特異性は向上する。また、他の糖類に対する反応性が上昇しても、グルコースに
対する基質特異性がそれ以上に上昇すれば、グルコースに対する基質特異性は向上する。
具体的には例えば、野生型酵素に対する変異型酵素の基質特異性（グルコースに対する比
活性と、他の糖類、例えばマルトース、に対する比活性との比）の向上（下記式で表され
る）が、１０％以上、好ましくは２０％以上、より好ましくは４０％以上であれば、グル
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コースに対する基質特異性は向上している。例えば、基質特異性が、野生型酵素では６０
％、変異型ＧＤＨでは４０％の場合、グルコースに対する基質特異性は、３３％向上して
いる。

基質特異性＝（グルコース以外の糖類に対する比活性／グルコースに対する比活性）×１
００）

基質特異性の向上＝（Ａ－Ｂ）×１００／Ａ
Ａ：野生型酵素の基質特異性
Ｂ：変異型酵素の基質特異性

また、変異型ＧＤＨは、マルトースに対する反応性（比活性）が、グルコースに対する反
応性（比活性）の１％以下、好ましくは０．５％以下である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
変異が導入されたＧＤＨ αサブユニット又はＣｙＧＤＨ複合体の基質特異性は、実施例
に記載された方法によって各種糖類に対する反応性を調べ、野生型ＧＤＨαサブユニット
又は野生型ＣｙＧＤＨ複合体の反応性と比較することよって、決定することができる。
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